
 

 

 
ヒューマンファクター事象分析に基づく 

ルール逸脱実態把握法の検討 
 
背  景 

ヒューマンエラーなどの人の行為に起因するヒューマンファクター事象の中には、手順書等の明文化されたル

ールや、指差し確認等の基本動作を含む暗黙のルールを、「たぶん大丈夫」と考えて逸脱することで発生してい

るものが、散見される。事業所内で行うヒューマンファクター事象分析は、具体的な人の行為に着目し、その背景

を幅広い観点から追究するため、逸脱されたルールや、逸脱の具体的な要因の明確化が期待できる。 
 
目  的 

事業所におけるルール逸脱対策の充実に資するため、ヒューマンファクター事象分析に基づくルール逸脱の

実態把握の利点及び要件を明らかにする。 
 
主な成果 
1. ヒューマンファクター事象分析に基づくルール逸脱の実態把握の利点 

先行研究および当所の知見を踏まえて、従来の質問紙調査等の実態把握法と比較した結果、ヒューマン

ファクター事象分析に基づくルール逸脱実態把握を行うことの利点として、以下の 2 点を明らかにした。 
・ 図 1 に示すようなルール逸脱とヒューマンエラー・事象発生の関係の構造を明らかにできる。 
・ ルール逸脱の意識的な選択に至った背景にある、逸脱者本人の要因のみならず、関係者の行為、ルー

ル自体の問題、設備・環境条件、管理等の様々な要因や、これら要因の因果関係を具体的に示せる。 
これらにより、先行研究で重きが置かれていたルール遵守の態度等の個人に焦点を当てた対策のみならず、

ルール・仕組み等の個人をとりまく作業システムに焦点を当てたルール逸脱対策を充実できる。 
2. ルール逸脱実態把握の要件 

上記１の利点を踏まえて、複数の業界の事象データを対象に、当所が開発したヒューマンファクター事象

の分析･評価手法HINT/J-HPESを使って、ルール逸脱実態把握のための試行的分析を行った。その結果、

従来のヒューマンエラーを対象とした分析での留意点に加えて、上記１の利点を最大限活かすために特に注

意すべき点として、以下の要件を明らかにした。 
(1) 事象関係者の行為の拠り所となるルール（明文化されたルール、暗黙のルール）の有無、および、ルー

ルから逸脱することの意識的な選択の有無、に関する情報収集 
(2) ルール逸脱の意識的選択に至った背景に関する情報収集、および、これを踏まえた要因分析（図 2、表

1） 
(3) (1)で明らかになるルール逸脱や(2)で明らかになる要因が当該事象固有のものか、それとも一般的に存

在するものか、に関する情報収集 
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HINT/J-HPES 

背後要因の視点 

先行研究で示された 

ルール逸脱への関わりが強い要因 
実施段階／計画・

準備，評価段階 

[人] 

個人 

特性 

 

ルール遵守の態度欠如、ルール遵守の習

慣欠如、遵守する行動意思不十分、過去事

象への関与の経験あり 

実施段階／計画・

準備，評価段階 

[人] 

情

報 ・

教育 

訓練 

作業に不慣れ、誤った機材の使用、職務間

の矛盾・混乱、知識水準の低さ、訓練水準

の低さ 

実施段階／計画・

準備，評価段階 

[作業、設備･環境] 

作業 

設計 

タスクの要求の厳しさ（時間、順序）、タスク

の複雑さ、標準からの変更、有効な工具が

利用できないこと 

実施段階／計画・

準備，評価段階 

[人] [作業] 

対立 

する 

目標 

タイムプレッシャー、矛盾する要求、リスクを

低減したいという意識、肉体疲労、リスク認

識の甘さ、熟練した作業者は安全に出来る

という意識、労力を節約したいという意識、

より早く作業したいという意識、時間を節約

したいという意識、より楽しく作業したいとい

う意識、男らしく見せたいという意識 

実施段階／計画・

準備，評価段階 

[作業] 

ルー 

ルの 

問題 

遵守が困難なルール、ルール自体の問題、

分かりにくいルール、従うのが不可能なル

ール、古くて現実に合っていないルール 

日常管理 安全 

風土 

手順書を確認しない、管理者が見て見ぬふ

りをする、経営のまずさ、遵守に対する主観

的規範不十分 

一般的に、産業界においては、上記Ⅰのようにルール逸脱が必ずしも事象発生に直結するわけではなく、上

記Ⅱ、Ⅲのようにヒューマンエラーや様々な要因と重なり合って事象が発生している。HINT/J-HPES を使った試

行的分析においても、上記Ⅰはほとんど確認されなかった。特に、上記Ⅱ-2、Ⅲ-2 のようにルール逸脱から事象

発生が隔たっている場合には、ルール逸脱の背後要因のみでなく、ヒューマンエラー・事象発生に至らしめるそ

の他要因・ヒューマンエラーも考慮に入れた、総合的な逸脱対策を立案する必要がある。 

図 1 先行研究を基に整理したルール逸脱とヒューマンエラー・事象発生の関係の構造 

図 2 HINT/J-HPES を使ったルール逸脱の観点

からのヒューマンファクター事象分析のイメージ 

事象発生の引き金となった行為（分析対象行為）

の背後にあるルール逸脱について、逸脱の意識的

な選択に関わる要因（「○○することとした」「○○し

ても大丈夫と思った」）を確実に直下に入れた上で、

その背後要因を検討する。 

Ⅰ：ルール逸脱が
事象を直接的に誘発

Ⅱ：ルール逸脱が事象の引き金となった
ヒューマンエラーを誘発

Ⅲ：ヒューマンエラーとルール逸脱が
重なって事象を誘発

ヒューマンエラー

事象

逸脱の意識的な選択（すること
とした／しても大丈夫と思った）

背後要因

背後要因

背後要因

ルール逸脱
Ⅱ-1. エラー予測・防止に係るル
ール逸脱により、ヒューマンエラ
ーが誘発される場合

Ⅱ-2.ルール逸脱により、ヒューマ
ンエラーが 誘発されるリスクが
高くなる場合(その他の要因が
重なって初めてヒューマンエラ
ー発生に至る） 逸脱の意識的な選択（すること

とした／しても大丈夫と思った）

ヒューマンエラー

事象

ルール逸脱
Ⅲ-1. エラー検知・回復に係るル
ール逸脱により、ヒューマンエラ
ーの影 響が拡大し、事象が発
生する場合

Ⅲ-2.ルール逸脱により、システ
ムの安全性が低下し、ヒューマ
ンエラーの影響を受けやすくな
り、事象が発生するリスクが高く
なる場合（ヒューマンエラーが重
なって初めて事象 発生に至る）

ルール逸脱

背後要因

事象

逸脱の意識的な選択（すること
とした／しても大丈夫と思った）

関連行為

背後要因

関連行為背後要因

背後要因 背後要因

背後要因関連行為

背後要因

背後要因

背後要因

関連行為

表 1 ルール逸脱の背後要因の例 

HINT/J-HPES を使った試行的分析では、ルール逸脱

の背後要因として、本表の要因に加え、関連行為（別のヒ

ューマンエラー・ルール逸脱も含む作業関係者の行為・

コミュニケーション）も特定できることが示唆された。 

背後要因の視点 要因関連図

分析対象行為

関連行為ルール
逸脱①

ルール
逸脱②

ルール
逸脱③

関連行為 関連行為

逸脱の意
識的な選択

日常管理

計画・準備,評価段階
[作業、設備・環境]

計画・準備,評価段階
[人]

実施段階
[作業、設備・環境]

実施段階
[人]

不具合状態（事象）

分析対象行為

逸脱の意
識的な選択

逸脱の意識
的な選択

不具合状態（事象）
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